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Syringomatous Hyperplasia and Eccrine Squamous Syringometaplasia
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要約：pranoprofen（二フラン②）を内服中の85歳の女性の顔面に多発性

の皮疹が生じ，薬剤の中止後にそれらが消失した１例を報告した。前額から下

眼験，鼻，頬，下顎にかけて褐色調の丘疹が多発し，組織学的にsyringo‐

matoushyperplasiaandeccrinesquamoussyringometaplasiaを示した。

自験例で認められた特異な臨床組織像は，1987年にLernerらが報告した

benoxaprofenの投与中に生じた症例において指摘されている。Lernerらの

報告を概略するとともに，非ステロイド系抗炎症剤とアラキドン酸代謝の関係

にも触れ，自験例の発症機序について考察を加えた。
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1･はじめに

1987年，Lerner'）らはbenoxaprOfelrの投

与を開始して数日後に，日光裸露部に一致して

syringoma,様の多発性の丘疹が生じ，薬剤の

中止後にそれらの皮疹が完全に消失した症例を

報告し，そのなかで，特異な組織学的所見とし

て，著しいeccrinehyperplasiaのほかに，エ

クリン汗管のsquamousmetaplasia（squa‐

mOUSSyringOmetaPlaSia2))，およびエクリン

汗管上皮のfocalnecrosisをあげている。さ

らに，同様の皮疹はbenoxaprofen以外の非

ステロイド系抗炎症剤によっても出現しうる可

能性があると述べている。

今回われわれは，pranoprofen（二フラン⑧）

を投与中の患者の顔面に多発性の褐色調の丘疹
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が生じ，組織学的にLernerらの報告した組織

像と一致する所見を認め，しかも薬剤の投与中

止後に皮疹が消失した症例を経験した。原因

となった薬剤が異なる点を除けば，自験例は

Lernerらの症例と一致する点が多く，本邦で

はいま'だ類似の症例は報告されていない。そこ

でわれわれは，自験例においても認められた特

異な組織像について報告するとともに，その発

症機序についても若干の考察を試みた。
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患者：８５歳，女性

初診：昭和61年３月３日

主訴：顔面に生じた自覚症状のない多発性の

褐色調の皮疹

家族歴：特記すべきことなし。

既往歴：昭和55年に老年性痴呆と診断され，現

在，入院加療中

現病歴：初診の１カ月前から，膝関節痛のた

め某医より投与された非ステロイド系抗炎症剤の

型辱
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